
松戸市立博物館 リニューアル計画進捗状況の概要 

１ 会議等 

１-① 展示検討会議・・・毎週火曜午前。／館長および学芸員全員（取り纏め：中山・藤原）が出

席。／議題：総合展示室・主題展示室・こどもミュージアムの協議、および 1-②・1-⑤等の

概要または詳細報告と協議。その他小会議を多数実施。 

１-② こどもミュージアムワーキンググループ（・・・毎週水曜午前。／藤原（令和 6 年度から）・西

村(令和 5 年度まで)・林・米村・青木（取り纏め）が出席。／議題：会議名称とおり。 

１-③ 総合展示室リニューアル懇談会・・・令和 5～6 年度。／外部委員 6 人、館長以下館職員

が出席。／外部委員１人当たり年 3 回まで。／おもに、高度に専門的な見地からの助言を

得る場。 

１-④ 丹青社との打合せ・・・令和 6 年 9 月より。／丹青社 7 名程度及び館長以下館職員の出

席。／全体会議は隔週金曜日。その他インクルーシブ関係団体・有識者からの聞き取り、

１-③への参加、1-⑤の一部および個別学芸員との調整など。来館・協議回数は 18 回ヵ。

／令和 6 年度はこどもミュージアムの基本設計と、その他は計画概要の策定が目的。 

１-⑤ 村井良子氏（ミュージアムコンサルタント）との意見調整・・・適宜実施。／目的別に館側出

席者は異なる。／『松戸市立博物館展示リニューアル基本構想・基本計画』・『「こどもミュ

ージアム」展示開発に向けた制作途中報告書』両者に関与した経験にもとづき、設計・計

画（運営含む）の方向性から使用文言に至るまで、質疑と助言を行う。 

２ 概要 

1-① スケジュール・・・順調に推移、3 月に終了予定。

【別紙１ 博物館展示計画策定業務委託スケジュール(案) 】

1-② こどもミュージアム・・・体験グッズの案出・選別と空間構成案の検討

【別紙 2 令和 6 年度「こどもミュージアム」ワーキンググループ（報告）等】

【別紙 3 1F こどもミュージアムレイアウト検討図【ラフ検討案】他】

1-④ エントランス装飾等・・・こどもミュージアム最大の演出手法

【別紙 4 松戸市立博物館 博物館改装展示計画】

1-⑤ 総合展示室・主題展示室案・・・現状案

【別紙 5 総合展示室ゾーニング動線図【ラフ検討案】他】
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■博物館展示計画策定業務委託　スケジュール（案）【2025年1月～3月】 2025.01.10　　

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

基幹スケジュール

●展示打合せ ● ● ● ● ● ● ◎
☆ ☆

☆有識者懇談会
ヒアリング等

①【共通】
1 これまでの計画と課題の整理

2 市民ヒアリング結果

3 展示計画の基本的な考え方

4 博物館全体の配置計画・動線

5 運営の考え方

6 解説計画の考え方

②【こどもミュージアム】
1 コンセプト・体験フロー

2 ゾーニングの考え方

3 全体パース／コーナーパース

4 平面図／立面図

5 各コーナー概要

エントランスホール導入展示
休憩エリア、体験ひろば、
プレイゾーン
こもれき研究室、　ライブラリー

6 体験アイテムリスト

【総合展示室・主題展示室】
1 展示コンセプト

2 展示構成

　旧石器～縄文

　弥生～古代

　中世

　近世

　近代～現代

3 ゾーニング・レイアウトの考え方・与件

4 コーナー概要

スロープ演出
縄文の森ジオラマ改修計画、御鹿狩シア
ター、　だいちのコア
主題展示室

2025

1 2 3

修正

ゾーニング図の作成

取りまとめ

コンセプト案の作成

意匠図（平面図・展開図・什器図） 与件の整理

コーナー概要・コンテンツ案の作成 コーナースケッチ下絵作成

概算費用の算出（計画案をもとに）

イメージパース作成

コスト調整

修正・調整・取りまとめ

アイテムリスト作成

ゾーニング図・与件図の作成

展示構成案作成
（各時代考え方、チャート図）

コンセプト案の作成

コーナー概要ページ・ スケッチ下絵作成

概算費用の算（事例をもとに） 調整

アイテムリスト修正・調整

コスト調整
パース作成

概算算出（こどもミュー

ジアム）
②
③

企画案・ゾーニング案の作成
成果品のページ構成の整理

有識者懇談会環境史ヒアリング

3/31

・概算（出たなり＋調整案）
・成果品の事前提出

・①②③の館側回答打合せ
・修正案の提出

・①のまとめ提出
・②、③のまとめ中間確認
（意匠図・スケッチ下絵）

・成果品のページ構成
・①の整理案
・②コンセプト・体験フロー
ゾーニング、コーナー概要

・②アイテムリストの館側回答打合せ
・③コンセプト、・展示構成

修正

修正

修正

館側チェック

館側チェック～修正

修正

修正

修正

・館側回答打合せ
・②平面図・与件
・③ゾーニング図・与件

ゾーニング図・与件図の修正

スケッチ本描

修正

調整

修正

・スケジュール表
・②アイテムリスト

館側チェック

館側チェック

館側チェック

案の作成

ヒアリング結果整理

案の作成

案の作成

案の作成

案の作成 館側チェック

館側チェック

館側チェック

館側チェック

館側チェック

館側チェック

館側チェック

作成

有識者懇談会（全体会）☆ ～ ☆
(予定）
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I
D

エリア別 新規
制作/
既存
活用

カテゴ
リ
キッ
ト・ア
イテム
・その
他

きっ
かけ
テー
ブル
候補

エ
リ
ア

名称 備考 メモ 分
野

分類 採
用
〇

1

既存 アイテ
ム

体 はこぶ：背負いか
ご／天秤棒と桶

ランドセルやリュック等も比較のために
並べておく。風呂敷もワークショップ時
以外はこちらで展示する。

民
俗

つか
う

○

2

既存 アイテ
ム

〇 体 昔の道具ではかっ
てみよう！
小豆を枡ではかる

「昔の単位ではかってみよう」でまとめ
る。

民
俗

つか
う

○

3

既存 アイテ
ム

体 台秤 使い方の解説が必要なので、ワーク
ショップがよいか。

重量があるため安全面
でスタッフの補助が必
要か

民
俗

つか
う

△

4

既存 アイテ
ム

体 はかる：昔の単位
で身長をはかって
みよう！

靴を脱ぐためプレイ
ルームか？

民
俗

つか
う

○

5

既存 アイテ
ム

体 はかる：足あと探
偵！きみの足は何
文？

靴を脱ぐためプレイ
ルームか？

民
俗

つか
う

○

6

新規
アイテ
ム

〇 体

黒電話をつかって
みよう

名古屋市立博物館の体験展示室の事例あ
り／江戸博の移動博物館にて同様の展開
あり キットも可

民
俗

つか
う

○

7

新規 アイテ
ム

体 俵の持ち上げ ※60㎏あるため、キットは難しい。 重量があるため、こど
もがケガしないように
スタッフがサポート。
キットでも可能？何キ
ロになるか？

民
俗

△

8 既存 アイテ
ム

〇 体 縄文土器をもって
みよう！

土器の大きさによっては、非BOX展示か。 土器の大きさによって
は、スタッフの補助必
須となるか

考
古

さ
わっ
てみ
よう

〇 土器を
さわ

る・も
つ

9

既存
／新
規

アイテ
ム

〇 体

縄文土器パズルに
ちょうせん！

非BOX展示は最小限で、BOX展示で時代別
や難易度別パズル等を用意し、バリエー
ションを持たせる。（埴輪や古墳時代の
器などの案）

考
古

クイ
ズ／
パズ
ル

〇

10

新規
アイテ

ム
〇 体

埴輪パズルにちょ
うせん！

考
古

クイ
ズ／
パズ
ル

〇

へんし
んする

こどもミュージアム 分野別体験展示・非BOX展示候補案（2次案）（2025/1/27）

企    ＝第1回・第2回企画展「こどもミュージアム」で実施した体験
展示新＝新規体験展示アイデア
プ    ＝プレイルームで実施したプログラム
他    ＝第1回・第2回企画展「こどもミュージアム」以外の展覧会で
実施した体験展示

こどもミュージアムでの分類
（案）・あそぶ  ・クイズ／パズ
ル ・かく／えがく・つたえる ・
つかってみよう・つくる・へんし
んする ・さわってみよう・（かん
がえる）

対象年齢（案）
・未就学児以上
・小学1年生以上
・小学3年生以上
・小学4年生以上

エリア（案）
プ：プレイルーム体：
体験広場
空欄：未定

No. 内容 対象年齢 視点

①体験ひろば
【アイテム】
民俗７（新２）
考古４（新２）
歴史３（新３）
→計１４（新
７）

M-1 背負いかごを背負う体験／展示室内で空の桶
を天秤棒で担ぐ体験

小1以上／
小3以上

自らの身体でものを運ぶ感覚を通して、人々が
身に付けてきた生活の術を伝え、自分の生活と
の違いを感じ取ってもらう。

M-2 枡をつかって小豆の量をはかる体験 未就学児
以上

①小豆のさわってみようの感覚を楽しむ。
②枡ではかることで、自分の生活とのつながり
を感じ取ってもらう。

昔の道
具をつ
かって
みよう

M-3 台秤で新聞紙の重さをはかる体験 小3以上 台秤で重さをはかることで、昔の生活の術を伝
える。

M-5 「尺」と「㎝」の目盛りを取り付けた身長計
ではかる

小1以上
（未就学
児は保護
者同伴）

自分の身体を対象にして、昔の単位を知るきっ
かけとする。

自分の身体を対象にして、昔の単位を知るきっ
かけとする。

M-
13

電話線をつなぎ、こどもミュージアム内の別
の場所にある電話につながるようにしておく

未就学児
以上

ダイヤル式の黒電話を使ってみることで、今の
スマートフォンとの違いを実感する。

M-
16

米俵を持ち上げてみる 米俵の重たさを実感する。（持ち上げることは
無理でも体感してみる）

K-8 埴輪のレプリカを使った立体パズル
未就学児
以上

古墳時代の埴輪の形態を考えるきっかけとす
る。

分類（追加案）
・食べる
・音をたのしむ
・においをかぐ

K-2 縄文土器のレプリカを持つ体験。 小1以上 縄文時代はどのような時代だったのかを考える
きっかけとする。

K-3

子和清水遺跡出土の土器のレプリカを使った
立体パズル 未就学児

以上

縄文時代（縄文土器）を研究する方法を知る
きっかけとする。

M-6 「文」と「㎝」で表した様々な大きさの足型
を床に貼り、自分の足の大きさを測る

小1以上
（未就学
児は保護
者同伴）



令和 6 年度 「こどもミュージアム」ワーキンググループ（報告） （2024.8.23）

① 全体会 ７⽉ 23 ⽇（⽕）出席者：渡辺館⻑、富澤、藤原、林、⽶村、中⼭、⻘⽊
② WG  7 ⽉ 31 ⽇（⽔）10:00〜12:00、出席者：藤原、林、⽶村、⻘⽊
③ WG   8 ⽉６⽇（⽕）10:30〜12:00、13:00〜13:20 出席者：藤原、林、⽶村、⻘⽊、佐々⽊
④ 全体会 8 ⽉ 24 ⽇（⼟）15:00〜16:30、出席者：富澤、藤原、林、⽶村、中⼭、⻘⽊
⑤ 全体会 8 ⽉ 20 ⽇（⽕）出席者：渡辺館⻑、富澤、藤原、林、⽶村、中⼭、⻘⽊

１．体験展⽰（やってみよう）の分類について 
①体験プログラムについて表の修正
②分類の⽬的

・分類することの前提を考える必要がある
・「何を基準に」「何のために」分類するのかを整理

③「何のために」分類するのか
・こどもミュージアム「やってみよう」の体験展⽰構築のため

→体験プログラム開発や展⽰空間デザインを展⽰業者と検討するため
・展⽰利⽤者（⼦ども）に対して、体験展⽰を分かりやすくレファレンスするための基礎的な

作業
④「何を基準に」分類するのか

→現状では、“⾏為”を基準として検討している
その他、“もの”や“時代”を基準にした分類を想定も考えられる

＜分類を利⽤して分かりやすく体験展⽰を提⽰する例＞

“⾏為”を基準とした例

 
2-18 紙芝居と昔の遊び
を楽しむ⽇

あそぶ 

2-14 140 年前のなぞなぞ
にちょうせん！

2-13 双六であそんでみよ
う！

2-21 古代メソポタミアの宅急便

つたえる 

⿊電話をつかってみよう 

2-22 むかし体験！筆で⼿紙をかいてみよう

1-7 縄⽂⼈の服を着てみよう！

へんしんする 

1-11 着物を着てみよう！

1-20 機織りをしてみよう

古代⼈の⾐装を着てみよう 

江⼾時代の旅装束を着てみよう 

1-3/2-8 縄⽂のもようをつけよう！
えがく・かく 

2-22 むかし体験！筆で⼿紙をかいてみよう

240823-1 

“もの”や“時代”を基準とした例

※すべての体験展⽰を分類して分かりやすく提⽰することは難しい。
分類されない体験展⽰は単独に提⽰して、体験展⽰の多彩さを表現する。
また、同⼀の体験展⽰を複数の分類に位置づけてもよいのではないかと考えている。

２．総合受付について 
①プロポーザル提案では、現在の総合受付の位置を旧喫茶コーナーに⼊⼝に移動している。現在の

受付は通路から⽬⽴たない場所であるとの理由による移動と理解している。（⻘⽊）
②現状の受付は利⽤者にとって不便を感じるほど⽬⽴たないとは⾔えない。⼗分に機能してい

るという意⾒があり、WG としては、受付は出⼊⼝のエントランス通路に対して東側（壁⾯）に
沿って平⾏な位置（現在の場所付近）のままで良いとの⾒解。

③プロポーザル提案の旧喫茶コーナーの⼊⼝等（通路中央部分）は、最も来館者の⽬を引く場所の
ため、「たんけんきち」や（仮）「導⼊展⽰」を配置した⽅がよいと考える。

３．（仮）「導⼊展⽰」の設置について 
①無料空間、こどもミュージアム内（配置は後⽇検討するが、⽬⽴つ場所にあるのが望ましいとい
う意⾒もあり）にあるのが望ましい 

②松⼾市の全体を⽰す地形模型をベースとした展⽰を想定
③こどもミュージアムとしての活⽤例

・市内に住む⼦どもが松⼾の歴史を知るきっかけとしたい
・第 1 回、第 2 回「こどもミュージアム」において、⼦ども向けの松⼾市域の地図を作成

市内の全⼩学校を地図上に⽰す。その他の情報は最⼩限に省略。
→縄⽂時代の遺跡分布や写真クイズで活⽤

⼦どもだけでなく⼤⼈の利⽤者も興味を持っていた
☆上記のような展⽰内容を組み込むことを検討する必要がある

④その他の活⽤
・中世の城、寺院、道
・近世の村

⑤地形をさわることができる展⽰も望ましい
⑥⼤⼈も⼦どももどちらでも使いやすいデザイン（しつらえ）
⑦「台地のコア」との関係

４．今後の検討課題 
「たんけんきち」をはじめとする全体のレイアウトについて

1-3/2-8 縄⽂のもようをつけよう！

縄⽂⼟器のなぞにせまる！ 

1-4/2-9 縄⽂⼟器パズルにちょうせん！

2-7 ⼟層パズル

2-19 ゲームでまなぶ どきのふるさ／あたらしさ

2-20 ゲームでまなぶ じょうもんどきのもよう
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